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バスケットボール少年男子
４年ぶり１１回目の優勝！

“TEAM FUKUOKA”現時点で８位

ソフトテニス少年女子快進撃！

ライバル県との比較（団体球技）

５日のバスケットボール競技最終日、少年男子チーム井手口監督が何度

も宙に舞った。

U１８日本代表を５名擁する福岡と２名擁する愛知との決勝戦。

福岡は、第１Qから厳しい守りからの速い仕掛けと３Ｐシュートを効果的に

決め、３４－９と愛知を圧倒。その後も総合力に勝る福岡が優勝を決めた。

試合後、井手口監督は、「最初のディフェンスが良かった」と、作戦通りの試

合展開を勝因に挙げ、成年男女の無念を晴らす会心のゲームとなった。

バスケットボール王国福岡の力を見せつける大会となった。

少年女子チームは、２回戦から登場。対する香川県を２－１で退ける

と、３回戦で島根県と対戦。まず、ダブルスの原口美咲選手・久保菜月

選手組（ともに中村学園女子高校）が４－０で勝ち、続くシングルス谷

水鈴香選手（中村学園女子高校）も４－０で勝ち、早々と勝利を決めた。

これで、ベスト８が確定。６日の準々決勝以降が正念場となる。

静岡県御殿場市で行われている馬術競技。少年団

体障害飛越には、吉田・河野組が出場。この競技は、

減点法で行われる。１回戦、群馬県を４－３６で圧倒。

準々決勝では地元福井県には、１つもミスなく、０－１

という接戦を制した。準決勝では、（優勝した）山梨県

に敗れたが、堂々の３位入賞。競技得点６点をもたら

した。

【井手口監督の胴上げ 】

【円陣を組む少年女子チーム 】

１０月５日終了時点で、本県の男女総合成績

は、１１３４点で８位につけている。

バスケットボールやラグビーの競技別天皇杯

優勝をはじめ、団体競技における活躍が目立つ。

また、団体競技における配点が大きいこともあり、

今後の、バレーボールチームやホッケーチーム

の活躍に期待したい。

現時点でのライバル県との比較では、現在総

合７位の千葉県、１０位の北海道、５位の神奈川

県、１７位の茨城県を上回っている。

馬術 人馬一体となる！

【河野選手 】
【吉田選手 】
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福岡 132.5 96 54 10 10 302.5

千葉 50 10 130 98 10 298

北海道 62.5 10 50 10 10 142.5

神奈川 22.5 10 30 30 22.5 115

茨城 37.5 17.5 10 30 10 105
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